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T-3262の 臨 床 的 検 討

山 作 房之輔 ・鈴 木 康 稔

水原郷病院内科*

T-3262を 急性気管支炎1例,慢 性気管支炎1例,気 管支肺炎2例,肺 炎4例,急 性腎孟腎炎4

例,急 性膀胱炎1例,計13例 に使用した。使用法は300mg1日3回 食後内服6例 ・150mg1日

3回 食後内服7例 である。臨床効果は全例有効で,分 離した起炎菌6株 中5株 が除菌 された。 副作

用,臨 床検査値異常は認められなかった。

Key words:T-3262,ニ ュ.キ ノロン,呼 吸器感染症,尿 路感染症

T-3262は グラム陽性菌,ブ ドウ糖非醗酵グラム陰性

桿菌,嫌 気性菌に対 してこれまでのNew Quinolone剤

よ り強力な抗菌力を有し,食 後内服時に良好な吸収を示

すnaphthyridine系 の抗菌剤であ る。私どもは13例

の各種感染症患者に本剤を使用 して,そ の有用性を検討

した。

I.対 象と使用方法

対象は1987年1月 から10月 までの間に水原郷病院内

科で診療 した患者13例 である。年齢は29歳 から85歳

で,男6例,女7例 である。感染症の内訳は急性気管支

炎1例,慢 性気管支炎1例,気 管支肺炎2例,肺 炎4例,

急性腎孟腎炎4例,急 性膀胱炎1例 の計13例 である。

使用法は300mgず つ1日3回6例,150mgず つ1日

3回7例 で,す べて食後内服である。

II.成 績

1.臨 床成績

概要はTable1に 示 したが,臨 床効果は全例に有効

であった。起炎菌のMICは106接 種時のものである。

症 例9のEscherichia coli(E.coli)の 細 菌 学 的 効 果

を判 定 不 能 と した の は,前 投 薬 され た が 副 作 用 の た め 中

止 され たNornoxacinに よ って 除菌 さ れ た と判 定 した

た め で あ る。

2.臨 床 分離 株 の 薬 剤 感 受 性

患 者 か ら分 離 され た 起 炎 菌5株 につ い て,T-3262を

含 むNew Quinolone剤 のMICをTable2に 示

したoT-3262のStaphylococcus epidermi6is(S.

epihrmi4is),E.coli,Klebsiella pnemnoniae(K.

neumoniae),Proteus mirabilisに 対 す るMICは

他 のNew Quinolone剤 に 比 べ て 時 に 同 等 の こ と も あ

るが,OHoxacin(OFLX)に 対 して は お お む ね4倍,

Enoxacin(ENX)やNorHoxacin(NFLX)に 対 し て

は4な い し8倍 低 い こ とが 多 く,本 剤 の抗 菌 力 は優 れ て

いた 。

3.副 作 用,臨 床 検 査 値 異 常

臨 床 的 な副 作 用 と本 剤 に よる臨 床 検 査 値 異常 は1例 も

認 め なか った 。T-3262使 用 前 後 の 臨床 検 査 値 はTable

Table 2. MICs of T-3262 and some quinolones against causative organisms
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3に 示 した。症例7,8,10,12は 本剤使用前から基礎

疾患による肝機能障害があ り,使 用中の変動は本剤によ

るものではない。

III.考 察

これまでのいわゆるNewQuinolone剤 は グラム陰

性桿菌に対する抗菌力は優れていたがグラム陽性球菌,

特にStreptococcus pnmmoniae,Stmptococous pyo-

8enesに 対 す る抗菌力が不充分で,Haemophilus in-

fluenzaeの 役割が大きい慢性気道感染症は ともか く,

急性呼吸器感染症に対 しては信頼性に欠けるところがあ

った。T-3262はTable2に 示 した様に,他 のQuino-

10ne剤 に比べて4な い し8倍 抗菌力の強いものが多く,

中でもStaphylococcus,Streptococous,Enterococcus

群な どのグラム陽性球菌に対する抗菌力が格段に強化さ

れ1),急 性,慢 性を問わず呼吸器感染症全般に対す る効

果が期待されるようになった。私たちが本剤を用いた呼

吸器感染症8例 中起炎菌を証明できた のはKPm%mo-

niaeの1例 のみであったが,1日 量450mgの5例 を

含む全例に有効で,本 剤の呼吸器感染症に対する有効性

が実証され た。5例 の尿路感染症中1例 は105/m1の

S.epidermidisが2回 の 尿培 養 の いず れ に も検 出 され,

本 剤 に よ り急 速 に解 熱 し,菌 消 失 した 。 近 年,菌 交代症

と して のEnterococcus faecalisひ ご よ る 尿 路 感 染症 も

増 加す る傾 向 に あ り,グ ラ ム陽 性 菌 に も抗 菌 スペ ク トル

が拡 大 され た 本 剤 は従 来 のQuinolone剤 以 上 に 適 応 範

囲 の広 い抗 菌 剤 と考 え られ る。

ま た,T-3262は 食 後 内 服 時 の 最 高血 清 中濃 度 がNew

Quinolone中 最 も吸 収 の 良 好 なOFLXの 約1/2で あ

るが,ENX,NFLXに 比 べ て は ほ ぼ 同 等 で2),抗 菌力

と体 内動 態 を総 合 して評 価 す れ ば,こ れ ま で のQuino-

lone剤 を 上 廻 る臨床 効果 が期 待 され る と思 わ れ る。
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CLINICAL STUDY OF T-3262

FUSANOSUKE YAMASAKU and YASUTOSHI SUZUKI

Department of Internal Medicine, Suibarago Hospital
13-23 Okayama-cho, Suibara-machi, Kitakanbara, Niigata 959-21, Japan

We evaluated the clinical efficacy and safety of T-3262, a new quinolone antimicrobial. T-3262
was administered orally to 13 cases, consisting of 1 case each of acute and chronic bronchitis, 2 of
bronchopneumonia, 4 of pneumonia, 4 of acute pyelonephritis and 1 of acute cystitis, at a daily dose
of 450-900 mg for 5-14 days. Clinical efficacy was evaluated as good in all 13 cases. Five of the 6
strains of causative organisms isolated were eradicated.

No side effects or abnormal laboratory findings were observed.


